
国
語

・文法事項や古典に対して苦手意識をもっている生徒の割合が非
常に高い。定期考査においても文法事項や古典の問題の正答率が
50%に到達していない。また、自分の考えを言葉にして、問題に
対して正確に答えることに課題の見られる生徒も半数以上いる。

・文法事項や古典の学習の際には、習熟度別の学習プリントを用
意し、それぞれに適した学習を行う。また、それによる習熟度を
定期テストで確認する。その際、上記の分野の正答率を60%にす
ることを目指す。
・自分の考えを言葉にすることに関しては、作文を書く学習や記
述式の問題に多く取り組ませることで改善させていく。定期テス
トの作文の問題において、80%以上の点数を目標とする。

数
学

・数学に対する興味関心は、他の教科の平均と比較しても高い
が、結果に結びついていない。思考・判断・表現の観点では正答
率が27.8％であり、特に説明問題に対する苦手意識が強く課題で
ある。しかし、学習したばかりの内容に関しては、正答率が平均
を超えており、理解はしているが、長期記憶として定着していな
い。

・日々の学習の中で、思考・判断・表現を問う内容の問題を載せ
たプリントを作成し、演習量を増やしていく。長期記憶として残
るように、復習内容のプリントを定期的に実施し、長期記憶とな
るようにする。定期考査に向けての学習意欲は高いため、早めに
範囲を提示し、日々取り組んでいるプリントから出題した問題
で、50％以上の正答率を目標とする。

外
国
語

（
英
語
）

・英文を読み取る力に課題が見られる。長文読解の問題で正答率
50％を超える生徒が、全体のたった30％程度である。語彙力以外
に必要な、内容を予測しながら読む、代名詞が指す内容を考えな
がら読む、主語動詞を明確にして読む、など、読解の際に必要な
力が身に付いてないことが考えられる。

・日頃の授業では教科書の題材を用いて、左記の力を身に付ける
ための発問を載せたプリントを作成する。英文を読む前に、必ず
読み取りのポイントを提示する。繰り返し演習を行った後、初見
の英文を示し、力の定着度合いを確認する。同等の語数の英文の
問題で50％以上の生徒が、正答率50％を超えるようにする。

理
科

・理科に関心をもつ生徒は授業アンケートで9割を超えている
が、学習に意欲的に取り組む生徒は50％程度である。事前に提示
した化学式を覚えてくる小テストでも正答率が５０％を下回る。
小数点の計算等、公式の利用をする上で必要な計算力に課題があ
るとみられ、小学5年生の問題が解けない生徒が約半数いる。ま
た、生徒実験の経験が不足している。

基礎学力の定着のため、週に１回程度小テストを行い家庭学習を
促す。小学校の計算プリントを使い、計算力を向上させる。ま
た、日常の授業規律を再確認するとともに、授業での核となる
リーダーを育て、第３学年教科書に掲載されている実験の８０％
を行い、見通しをもって観察、実験を行う力を向上させる。

社
会

・授業やプリント等の課題への取り組み状況は良好である。基本
的な社会的事象に対する知識・理解が十分ではなく、定期考査に
おける正答率も50％前後である。また、複数の社会的事象を関連
付けて考察することが苦手な生徒が多い。

・基本的な知識・理解を定着させるために、家庭学習における
ワークへの取り組み方の指導の徹底を図り、定期考査における知
識・理解・技能の正答率60％以上を目指す。また、授業プリント
の課題として資料の読み取りや考察に取り組ませたい。
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